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おいしくたべよう！

【今月の表紙】 実りの秋、真っ赤に色づいた 
りんご。手から零れ落ちそうなくらいの大き
なりんごが子どもたちのもとに届きました。

（関連記事は23ページに掲載）



《 特 集 》 戦 争 の 悲 惨 さ 、 平 和 と 命 の 尊 さ を 伝 え る

　戦争経験のない子どもたちが 「平和大使」 として被爆地を訪れ、現地で行われる平和学習に参加す
る牛久市平和使節派遣事業。市内中学校の代表生徒18人（2年生）が、市内在住の戦争体験者に話を
聞くとともに、７月27日から29日にかけて広島を訪問しました。広島では、平和記念公園やさまざ
まな資料館の見学、被爆者による被爆体験講話等を通して戦争の悲惨さや平和と命の尊さなどにつ
いてそれぞれ考えを深めました。生徒たちが「見て・聴いて・感じたこと」の一部をここで紹介します。

▼

本川小学校平和資料館
にて、原爆投下当日の広島
市街地の模型に見入る生
徒たち。

　私が広島を訪問して感じ
たことは、自分たちが想像
していたもの以上の残酷さ
です。広島の空気を通して
それを感じ一人一人の命の
尊さを改めて考えることが
できました。この広島で学
んだことを活かして、平和
の大切さを多くの人に伝え
ていきたいと思いました。

　私は今回の訪問を通して
戦争はとても悲惨であると
知ることができました。特に
平和記念資料館に展示され
ていた遺品や絵を見て、胸が
締め付けられるような思いに
なりました。これからは自分
たちが学んだことを身近な
人に伝え、戦争のない平和な
世界にしていきたいです。

　私は原爆で、家族などと
生きられなかった方が、14
万人以上いることを語り部
の方から伺い、驚きました。
一方で14万人の方々の家族
は、悲しい気持ちと共に、今
も生きています。このよう
なことが二度と起きないよ
う、戦争で傷つく命の重み
を、皆さんに伝えたいです。

　今回の広島での学習では、
貴重な話がたくさん聞け、戦
争はみにくく、残酷なものだ
と感じました。今の世代は、戦
争や原爆を知ろうとする人
が少ないと被爆者の方から
聞きました。無知は怖く、同
じことを繰り返してしまうの
で、このことを他の人にも共
有していきたいと感じました。

玉木 瑠那さん嘉成 思音さん真船 志保さん美濃島 陽さん
牛久第三
中学校

下根
中学校

下根
中学校

下根
中学校

　広島に原爆が投下され、家
族や友人の命、思い出ある
建物や物が一瞬にして破壊
され、多くの犠牲者が出まし
た。このような悲しい過ちを
二度と起こさないためにも一
人一人が平和について考え
を深め、原爆による悲劇を次
の世代に伝承し続けること
が大切だと思いました。

　戦争体験者が少なくなっ
ている中、直接お話をきくこ
とはなかなかできないので、
とても貴重な体験になりまし
た。平和記念公園や平和記念
館に実際に行き、原爆の被害
の恐ろしさを改めて感じまし
た。今回の学習で平和の尊さ
について考えることができた
と思います。

　私は、広島に行って戦争
の苦しさについて学びました。
自分が思っている以上に戦
争はつらいもので、たくさん
の人が命を落とし、今がどれ
だけ平和なのか広島学習を
通して知ることができました。
これからは、自分に出来る事
をもっと真剣に考え実行して
いきたいと思います。

有福 颯太さん古澤 奈和さん安孫子 莉穂さん
牛久第一
中学校

牛久第一
中学校

牛久第三
中学校

令和
4年度

問　生涯学習課☎871-2301

牛久市中学生平和使節団
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10
月
21
日
～
26
日
の
６
日
間
、
市
民
文

化
祭
の
小
中
学
校
作
品
展
に
て
、
広
島
訪

問
で
学
ん
だ
こ
と
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
に
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
期
間
中
は
多
く
の
人
が

訪
れ
、
生
徒
た
ち
が
制
作
し
た
ス
ラ
イ
ド

な
ど
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、各
中
学
校
に
お
け
る「
校
内
平

和
の
集
い
」等
で
も
発
表

し
て
い
き
ま
す
。

▼国立広島原爆死没者
追悼平和祈念館で行わ
れた被爆体験者・梶

かじもと

本
淑
よ し こ

子さんの講話を聴講。

▼

ガイドさんの解説を聞きな
がら原爆ドーム・広島平和記
念公園を見学。

　私が今回印象に残ったこ
とは、被爆体験者の話です。
原爆が落ちた瞬間体が浮き
上がるほどの爆風が吹き、
熱線は皮膚が溶けるほど熱
かったと知り、私の想像以
上に原爆は恐ろしいものだ
と実感しました。改めて平
和な世界は、とても大切だ
と思いました。

　私は今回広島を訪問し、町
の至る所にある被爆建物か
ら当時落とされた核兵器の
恐ろしさを直接肌で感じるこ
とができました。過去に広島
に原爆が落とされ、大勢の人
が亡くなってしまったことを
忘れず、周りや後世の人に平
和の大切さを伝えていきた
いと思いました。

　広島を訪れて一番記憶に
残っているのは、被爆者の梶
本さんの「命を大切にしてほ
しい」という言葉です。自殺
する人が多い中、戦争では生
きたくても生きられなかっ
た人が多くいました。その人
たちの思いも込めて、自分た
ちは命を大切にしなければ
ならないと思いました。

　私は広島を訪問して、原爆
は本当に恐ろしいもので人々
の命や生活を一瞬にしてう
ばってしまったという事を学
びました。戦争を知らない人
が増えているから、次世代に
伝えていく事、そして、クラス
など身近な所から平和を築
いていく事が私たちにできる
事だと思いました。

山形 葵羽さん大石 柚衣さん畑中 優花さん春田 りり子さん
下根

中学校
牛久南
中学校

牛久南
中学校

牛久南
中学校

　今回広島を訪問して、たっ
た一つの原爆で世の中が、一
瞬にして変わってしまったと
いうことを聞き、とても恐ろ
しいことが起きたと思いまし
た。だからこそ戦争はもう二
度と起こしてはいけないと
思いました。これからは、戦
争の恐ろしさなどを沢山の
人に伝えていきたいです。

　今回、広島を訪問して、被
爆者の方々の話を多く聞き
ました。戦争中の生活や被爆
の体験は、今の生活からは考
えられないほど苦しいもの
だったことが分かりました。
私は、世界中の人々が互いに
理解し、認め合うことが、平
和な世界をつくるために必
要であると思いました。

　今回の被爆地である広島
への訪問を通して、核兵器の
恐ろしさと戦争の悲惨さ、平
和の尊さを改めて感じるこ
とができました。戦争の悲劇
と核兵器の存在を忘れるこ
となく次の世代に伝えてい
くことが、戦争を体験された
方々の願いであり、私たちの
役割であると考えています。

古川 沙奈さん阿久津 義裕さん渋谷 十粋さん
牛久南
中学校

ひたち野
うしく中学校

ひたち野
うしく中学校

　広島を訪問し、被爆者が
少なくなっている中、直接話
を伺うことができました。話
を通して、核兵器の怖さと、

「もう二度と戦争が起こって
欲しくない」という願いが伝
わってきました。この貴重な
体験を生かし、核兵器の怖さ
を少しでも多くの人に伝え
ていきたいです。

　今回広島を訪問して、原
爆ドームや資料館などに行
き、私は改めて戦争の辛さ
を知り、二度と起こしては
いけないと再確認しました。
広島で学んだことを友だち
などに伝え、二度と戦争が
起きないように、自分で出
来ることを考え、平和を大
切にしていきたいです。

　今回、広島に実際行って
印象に残ったことは被爆体
験者の方の「忘れられたこ
とはくり返す」というお言
葉です。広島で77年前に起
きてしまったことや、今回
学んだことを友だちや周り
の人に伝えて原爆や戦争が
二度と起こらないようにし
ていきたいです。

橋本 萌音さん北山 桃凪さん坪井 穂乃佳さん
ひたち野

うしく中学校
おくの義務
教育学校

おくの義務
教育学校

　僕は広島を訪問して、印
象に残っていることは、戦
争の恐ろしさや悲しさです。
特に8月6日の原爆がもたら
した脅威は、たった一発の
原爆で多くの人が亡くなっ
た恐ろしいものでした。現
地で実感したことを、より
多くの人たちに伝えていき
たいです。

畑 太陽さん
おくの義務
教育学校広

島
訪
問
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表

  ～ 広島訪問を終えて ～
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「ひたち野うしく駅周辺のまちづくり」
について、アンケートアンケートを実施します

　市の北の玄関口である、ひたち野うしく駅を含む牛久市北部の市街地は、2000年
ごろに業務、商業・文化、そして居住機能を持ち合わせた職住近接型のまちづくり
を目指し整備されました。その後、約20年が経過し、社会･経済情勢やニーズの変
化に伴い、まちの目指す方向性も変化してきました。
　そこで改めて、ひたち野うしく駅周辺のまちのあり方について検証し、既存の地
区計画や用途地域の見直しを検討するため、ひたち野地区内にお住まいの方や、土
地・建物をお持ちの方を始めとするすべての方を対象に、地域の状況や目指したい
まちの方向性についてご意見を伺うアンケートを実施します。本調査の趣旨をご理
解いただき、ご協力くださいますようお願いします。

【実施期間】

11月１日
30日～

火

水

問　都市計画課☎内線2521、2522　

第一種低層住居専用地域
第二種低層住居専用地域
第一種高層住居専用地域
第二種高層住居専用地域
第一種住居地域
第二種住居地域
準住居地域
近隣商業地域
商業地域
準工業地域

地区計画区分
センターA地区
業務A地区
業務B地区
一般住宅A地区
一般住宅B地区
文化・商業地区
沿道商業業務A地区
沿道商業業務B地区
計画住宅地区

 用途地域

ひ
た
ち
野
う
し
く
駅

国
道
６
号

ふ
れ
あ
い
通
り

●ひたち野リフレ

阿見町

つくば市

●牛久運動公園

●ひたち野みずべ公園

●ひたち野
　さくら公園

ひたち野地区

MAP

調査方法および結果の公表等について
アンケートはインターネットで実施します。下記二次元コードまたはURLからアクセスしてください。

https://questant.jp/q/ushiku-anke
※�市ホームページからもアクセス可能です。市ホームページ内の検索機能で「ひたち野アン
ケート」と検索してください。
※ご回答いただいた内容は、統計的に処理し、個人が特定されることはありません。

アンケートの結果については、令和5年3月ごろにホームページで公開します。

どなたでも
ご回答いた
だけます
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ひたち野リフレビルに
新たな窓口をオープンします‼
市では、JRひたち野うしく駅前に立地するひたち野リフレビル2階に市民窓口を開設します。
同時に、5階フロアに教育委員会各課を移転する予定です。主な内容は次のとおりです。

開設
時期

フロア
配置

令和5年2月ごろを予定
※11月現在の情報です。

2階【市民窓口・フリースペース】
諸証明書の発行、転入転出等住民異動および関連業務
図書の貸出・返却、フリースペースや待合場所として開放

3階【有料スペース】
リモートワークや学習空間として有料貸出

5階【教育委員会事務室】
教育企画課、学校教育課、指導課、文化芸術課
生涯学習課、スポーツ推進課（施設管理業務を除く）

工事実施に伴い、駐輪場の移設、4階会議室利用時の工事雑音ならびに一部利用の制限など
市民の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力のほどお願いします。

問　管財課☎内線1021

 

 

階段

 

階段 

エレ
ベーター

 

トイレ 

エレ
ベーター

駅側出入口

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
側
出
入
口

フリー
スペース

市民窓口

2階フロア
予定図

現在の2階フロア現在の2階フロア

住
井
す
ゑ
生
誕
１
２
０
年
お
よ
び
牛
久
市
住
井
す
ゑ
文
学
館
開
館
１
周
年
記
念 

『
夜
あ
け
朝
あ
け
』は
昭
和
29（
１
９
５
４
）年
に
新
潮
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
児
童
向
け
小

説
で
、
住
井
す
ゑ
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
す
。
第
８
回
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し
、
映

画
化
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
に
よ
っ
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た『
夜

あ
け
朝
あ
け
』の
草
稿
や
関
連
資
料
を
期
間
限
定
で
展
示
し
ま
す
。

 『
夜
あ
け
朝
あ
け
』

新発見
資料

特別展示

問  文化芸術課(文化財グループ)
☎874-3121

●『夜あけ朝あけ』草稿 《初公開》

●毎日出版文化賞 賞状

【一般】100円
【団体】50円（10人以上）

※高校生以下無料
※�障がい者手帳等お持ちの方 

および付き添いの方 1人無料

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

牛
久
市
住
井
す
ゑ
文
学
館 

展
示
棟

※�

最
終
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
。
※
月
曜
日
休
館（
祝
日
の
場
合
は
開
館
、 

翌
日
休
館
）、
年
末
年
始
休
館（
12
月
28
日
～
1
月
４
日
）

※�

抱
樸
舎（
入
場
無
料
）で
は
、
住
井
す
ゑ
を
紹
介
す
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

を
上
映
し
ま
す
。

※
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
展
示
を
中
止・延
期
等
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

11
月
１
日
●火
～　
１
月
22
日
●日

令
和

５
年
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入園の基準　保護者が次のいずれかに該当し、お子さまの保育を必要とする場合

※�小規模保育園の3歳児以降については、下記の各保育施設にて
継続保育となります。

  ●�こばと夢ナーサリー…認定こども園こばと幼稚園
  ●せいけい保育園…成蹊幼稚園（認定こども園：つくば市）
  ●�茨城YMCA牛久オリーブ保育園…牛久めぐみ保育園または牛久幼稚園
◆�公立「向原保育園」は、児童数の減少、および施設の老朽化に伴
い令和４年度末に閉園予定です。

◆�公立「つつじが丘保育園」、「栄町保育園」は、統廃合および民営化
の計画があります。

申し込みについて

保 育 施 設 名 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

公　
立

つつじが丘保育園 6 0 8 4 0

栄町保育園 6 9 4 0 0 0

下根保育園 9 12 2 4 0 0

向原保育園 令和4年度末 閉園予定

私　
立

ふたばランド保育園 5 1 12 0 1 0
つつじが丘
ふたばランド保育園 15 9 6 4 8 1

牛久ひかり保育園 10 2 6 2 4 1

牛久ふれあい保育園 15 1 1 1 0 0
牛久ふれあい保育園
ひたち野うしく駅前分園 10 6

牛久保育園 4 11 0 0 0 0
ひたち野うしく保育園
つくしんぼ 12 9 12 2 1 0

牛久みらい保育園 15 3 2 0 0 1

奥野さくらふれあい保育園 9 7 2 0 0 0

牛久めぐみ保育園 10 6 7 2 0 0

認可保育園・認定こども園（保育部分） 
入園児童募集

令和
5年度

予約入園（0歳児の6月から12月までの入園）
【対象者】下記のすべてを満たす方　
●市内在住（転入予定者は除く）　●令和5年度に、兄弟姉妹が保育施設に入園中の児童。
●1歳になる前日まで育児休業法に基づく育児休業を取得し、育児休業前と同様の勤務に復職する方。

【申込期限】令和5年4月4日（火）まで 詳細はお問い合わせください（予約入園の受入見込人数は4月の入園状況により決定します）

受入見込人数（令和5年4月1日現在の年齢）在園児童の退園や、保育施設の保育士配置状況等により人数が増減する場合があります。

◆就労（48時間以上／月）
◆妊娠・出産

◆保護者の疾病・障害
◆同居親族の介護・看護（長期入院中含む）

◆災害復旧
◆求職活動（起業準備を含む）

◆就学
◆児童虐待・DV

保 育 施 設 名 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

私
立

牛久さくら保育園 24 5 0 0 0 0

上町ふれあい保育園 15 0 4 0 0 0
上町ふれあい保育園
牛久駅前分園 6 0

認
定
こ
ど
も
園

うしく文化認定こども園 6 5 4 0

認定こども園フレンド幼稚園 3 12 0 0 2 1

認定こども園こばと幼稚園 10 4 6
※
小
規
模
保
育
園

こばと夢ナーサリー 3 3 4

せいけい保育園 3 5 0
茨城YMCA
牛久オリーブ保育園 3 5 1

保育課（市役所本庁舎1階）窓口に必要書類をそろえて提出
【期間】11月21日（月）～26日（土）午前9時～午後4時 ※11月23日（水・祝）を除く。
〈注意〉受付時は混雑が予想されます。混雑緩和のため、事前に申込書等の記入と必要書類の
確認をお願いします。また、可能な限り代表者1人でお越しください。

下記を簡易書留・レターパック等の追跡可能な郵便で送付
●必要書類 ●提出書類確認票 ●返信用の封筒（申請者の宛名を記載し、84円切手を貼ったもの）

【宛先】〒300-1292 牛久市中央3-15-1牛久市保健福祉部保育課保育園入園担当
【期間】11月14日（月）～18日（金）
〈注意〉郵便が到着した日を申請日として取り扱います（消印有効ではありません）。

窓
口
受
付

郵
便
受
付

※�申込書は保育課で配布して
います（市ホームページか
らもダウンロード可）。必要
書類など、詳しくは市ホー
ムページをご確認ください。

※�左記受付期間を過ぎた場
合は、次回の利用調整の
対象となります。

保育園入園申込み・受入見込人数

期限厳守

問　保育課☎内線1761～1764

詳細はこちら
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令和5年4月からの児童クラブ新規入級希望者の申請を以下の通り受け付けします。あわせて、令和4年度�
冬休み期間のみ利用の児童クラブ入級申請の受付についてもお知らせします。

児童クラブ新規入級児童の申請受付について
冬休み児童クラブ入級児童の申請受付について 問 教育企画課☎内線3093

入級の基準

費用（児童1人につき）
 負担金／月額3,000円、おやつ消耗品代／月額2,000円 　【合計】月額5,000円
� ※延長を利用する場合は別途月額2,000円。土曜日利用の場合は別途月額1,000円。

①�保護者が勤務（週2日以上）などにより、
放課後に留守家庭になる児童

②�保護者や同居の親族、そのほかの方
から放課後に適切な保護を受けられ
ない児童

※詳細は市ホームページをご覧ください。

受付期間・受付場所
令和4年度

冬休み入級受付 11月1日（火）～30日（水）までの平日 【受付時間】
午前8時30分～
　　　　午後5時15分
【受付場所】
教育企画課
（市役所第3分庁舎2階）
※児童クラブに現在入級
 �している場合や兄弟姉
妹が入級している場合
は、各児童クラブ（児童
クラブ開所時間内）でも
受付します。

令和5年度
新規入級受付

〈現在入級している児童〉
【第1次受付期間】11月1日（火）～30日（水）までの平日
〈4月から新しく入級を希望する児童〉
【第1次受付期間】11月21日（月）～30日（水）
▼土・日・祝日の受付日
11月26日（土）市役所本庁舎1階（保育課隣）にて受付。
※11月23日（水・祝）・27日（日）の受付は実施しません。

〈全児童対象〉
【第2次受付期間】令和5年2月1日（水）～10日（金）までの平日
※第2次受付期間では、土日の受付は実施しません。

申し込みについて

児童クラブ開設日

※�上記の受付期間を過ぎた場合、入級申請書類はお預かりできません。4月1日から利用が必要な場合は、必ず期間内に申
請をお願いします（転入等の場合を除く）。

※�冬休み入級および4月からの入級について、利用希望人数によっては入級できない場合がありますので、予めご了承くだ
さい（令和4年度は中根小児童クラブでやむを得ず入級制限をしています）。

令和5年度

令和4年度

令和5年度
児童クラブ入級案内

各種申請に必要な様式

◆開設時間
　【通常】授業終了後～午後6時（夏休み等は午前8時～午後6時）
　【延長利用者】授業終了後～午後7時（夏休み等は午前7時～午後7時）
◆閉級日
　日曜日、祝日（振替日を含む）、8月12日～16日、
　年末年始（12月29日～1月3日）
◆場所／市内各小学校・義務教育学校（土曜日は中根小児童クラブを利用）
◆内容／遊びを主体とした活動
※児童の帰宅は、原則として保護者など、大人の迎えが必要です。

◆対象児童／市内在住の小学1年生から6年
生で次に該当する児童

◆申込書の配布場所／市内各児童クラブ、教育企画課（市ホームページからもダウンロード可）
◆提出書類
　（１）児童クラブ入級申請書……児童1人につき1部
　（２）就労証明書等…………同居している方全員分　（３）家庭状況調査票……………1部
　※書類が揃っていない場合、受付することができません。
　※就労証明書は、本人ではなく、必ず事業所の方が記載し、証明をもらうようにしてください。
　　また、事業所により証明の記載に時間がかかることがあるので早めにご準備ください。

詳細はこちら
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令和４年度茨城県低所得の子育て世帯に対する
生活応援特別給付金（ひとり親世帯分）

■ 支給額
対象児童１人当たり一律5万円
児童の範囲：18歳に達する日以後の最初の3月31日まで

（児童に政令で定める程度の障がいのある場合は20歳未満）

■ 給付金の支給手続き
①に該当する方 ➡ 申請不要
　�令和4年9月分の児童扶養手当を支給している口座

に振り込み（対象の方には振込日等の詳細を通知）
②・③に該当する方 ➡ 申請が必要です
　【申請期間】11月16日（水）～令和5年2月28日（火）

■ 支給対象者
下記①～③のいずれかに当てはまるひとり親世帯の方
※�ひとり親世帯以外の子育て世帯分の給付金を受け
取った方を除く。

①�令和4年9月分の児童扶養手当が支給される方
　（全部支給停止者を除く）
②�公的年金等※を受給していることにより、令和4年

9月分の児童扶養手当の支給を受けていない方 
（児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る方に限る）

　※�「公的年金等」には、遺族年金、障害年金、老齢年金、�
労災年金、遺族補償などが該当します。

③�新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が
急変するなど、収入が児童扶養手当を受給してい
る方と同じ水準となっている方

対象児童
1人につき

5万円

【問い合わせ】 こども家庭課☎内線1733、1734

※詳細については市ホームページを
　ご確認ください。

茨城県  子育て世帯生活応援特別給付金 　 検索

　

令和４年度茨城県低所得の子育て世帯に対する
生活応援特別給付金（ひとり親世帯以外の子育て世帯分）

■ 給付金の支給手続き
　（１）�令和4年9月分の児童手当または特別児童扶養

手当の受給者で住民税均等割が非課税の方
　　　 ➡ 申請不要 （対象の方には振込日等の詳細を通知）
　　　※�公務員で勤務先から児童手当を支給されて

いる方は申請必要。
　（２）�（１）以外の方（例：高校生のみ養育している方、

収入が急変した方）
　　　 ➡ 申請が必要です
　【申請期間】11月24日（木）～令和5年2月28日（火）

■ 支給対象者
下記①～③のいずれかに当てはまる子育て世帯の方
※�ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く。

①�令和4年9月分の児童手当または特別児童扶養手
当を受給しており、令和4年度住民税均等割が非
課税となっている方

②�高校生のみを養育し、令和4年度住民税均等割が
非課税となっている方

③�新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が
急変し、収入が住民税均等割非課税世帯と同じ水
準となっている方

■ 支給額
対象児童１人当たり一律5万円
児童の範囲：18歳に達する日以後の最初の3月31日まで

（特別児童扶養手当の対象となっている児童は20歳未満）

対象児童
1人につき

5万円

※詳細については市ホームページを
　ご確認ください。

茨城県  子育て世帯生活応援特別給付金 　 検索

低所得の子育て世帯を
支援するため給付金を支給します

茨城県
独自
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問　健康づくり推進課
　　（市保健センター内）
　　☎内線1745

予防接種で
生涯かっぱつ！

令和4年4月より子宮頸がん予防接種の積極的勧奨が再開となりました

子宮頸がん予防接種のお知らせ
　子宮頸がん予防接種は、平成25年4月に予防接種法に基づく定期接種となった直後に、ワクチンとの因果
関係が明確ではないものの、予防接種後に重い副反応が疑われる報告がありました。国から接種の積極的
勧奨を控えるという通知を受け、市では申請があった方にのみ予診票を交付してきました。
　その後、子宮頸がんワクチンの安全性について特段の懸念が認められないことが国の検討部会によって
確認され、接種による有効性が副反応のリスクを明らかに上回ることが認められたため、令和4年4月より
積極的勧奨が再開となりました。これを受け、市では下記の対象の方へ予診票を送付しています。
　接種対象となる方および保護者の皆さまには、子宮頸がんワクチンの効果・リスクについてご理解いた
だき、接種をご検討ください。

　対象者（生年月日） 助成対象期間 接種回数
（同一ワクチンを接種）

①定期接種対象者
　平成18年4月2日生まれ ～
　　　　平成23年4月1日生まれの女子

高校1年生相当の年度末
3月31日まで※1 3 回

②�積極的勧奨を控えていた時期（平成25年度～
　令和3年度）に接種対象者であった方
　平成9年4月2日生まれ ～
　　　　平成18年4月1日生まれの女子

令和4年4月1日～
　令和7年3月31日 3 回※2

※１…①の対象の方のうち、平成18年4月2日～平成20年4月1日生まれの方は、接種期限が令和7年3月31日までとなります。
※２…②の対象の方のうち、過去に接種歴がある方は、不足分からの接種となります。

◎助成対象期間内での接種は無料です。
◎�接種は医療機関での個別接種となります。市内の実施医療機関等、接種の受け方の詳細に 

ついては市ホームページをご覧ください。
◎�市ホームページには、子宮頸がん予防接種についての資料や、市民の皆さまからいただい

た質問へのＱ＆Ａ等について掲載しています。
接種を迷われている方の相談窓口として、保健センターをお気軽にご利用ください。

▲市ホームページ
「子宮頸がん予防接種」

＜子宮頸がん予防接種 償還払いについて＞
市では、平成9年4月2日～平成18年4月1日生まれの方のうち、下記①または②に該当する方へ令和
7年3月31日までの期間で償還払いを実施しています。該当する方は、保健センターまで申請をお願
いします。詳細は市ホームページをご覧ください。
①令和4年4月1日時点で牛久市民であり、令和4年3月31日までに任意予防接種として実費を負担した方
②令和4年度～令和6年度にキャッチアップ接種を受ける者のうち、茨城県外での接種を希望する方

▲市ホームページ
「子宮頸がん予防接種

償還払い」
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https://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

おはなし
会に

参加しま
せんか

11月の予定

全館休館日
11/14（月）・28（月）
市役所エスカード出張所は
11/3（木・祝）・23（水・祝）も休館
二小地区社協は毎週日曜日・
事務所閉鎖日も休止

11月の休館日

牛久おもちゃ病院
 11/20（日）午前10時～正午
 【場所】視聴覚室1（2階）
おはなし会
 【場所】視聴覚室1（2階)
 【定員】各回先着24人
《申し込み不要の回》
・11/5（土）午後2時～（幼児～）
・11/12（土）午後2時～（乳幼児～）
・11/13（日）午前11時～（乳幼児～）
・11/19（土）午後2時～（乳幼児～）
・11/25（金）午前11時～（乳幼児～）
・11/26（土）午後2時～（大人）
《申し込みが必要な回》
・11/18（金）午前10時30分～
 （0～2歳児）
【申込方法】
11/1（火）午前9時～電話で
中央図書館☎871-1400
※入室時に検温・マスクの着用
をお願いします。

映画上映会  
※今月はありません

■中央図書館
　☎871-1400�
　�午前9時～午後7時（試行的

措置として毎週金曜日は 
午前9時～午後8時）

■市役所エスカード出張所
　午前10時～午後7時
■リフレ図書カウンター
　午前9時～午後5時
■奥野生涯学習センター図書室
　午前9時～午後5時
■�三日月橋生涯学習センター図書室
　午前9時～午後5時
■二小学区地区社協事務所
　（田宮地区広場）
　午前9時30分～午後5時

特別整理作業に伴う休館にご協力いただきまして、
ありがとうございました

　9月開催の前期市民大学に引き続き、小野川の水運について、水運の発達による
地方と江戸の交流を、後期は2回にわたってお話を伺います。

令和
4年度  後期市民大学講座『小野川水運の検証』

第 1 回 第 2 回
11月22日（火） 午後1時30分～3時

演題

▲

「関
せ き や ど

宿から中川船番所へ」
11月29日（火） 午後1時30分～3時

演題

▲

「中川船番所から江戸市街へ」
◆講師／牛久市景観まちづくりネットワーク代表  坂

さか
 弘
こう き
毅 氏

◆場所／ひたち野リフレ第1会議室（4階）
◆対象／市内在住・在勤・在学の方で、図書館の利用者カードをお持ちの方
◆定員／各回先着40人　　◆入場料：無料
◆申込方法／11月4日（金）午前9時より中央図書館カウンターまたは電話で申し込み
◆申し込み・問い合わせ／中央図書館☎871-1400
※�感染症拡大状況によっては中止する場合があります。最新情報は図書館ホームページをご確認ください。

ブックスタートは、赤ちゃんと保護者に、絵本を開く楽しい体験と
一緒に絵本を手渡し、心ふれあうひとときを持つきっかけをつく
る活動です。市では、3・4カ月児健診時に絵本の入った「ブックス
タートパック」をお渡ししています。ブックスタートに参加していな
い方は、お子さんが満１歳に達するまで中央図書館でお渡しします。

ブックスタートへの

参加を忘れて
いませんか？

対 象   ブックスタート未参加の0歳児と保護者

3・4カ月児健診案内に同封された「ブックスタートのごあんない（緑色の
A5用紙）」を中央図書館までお持ちください。用紙を紛失された方や、3・
4カ月児健診終了後に市内に転入された方は、母子手帳または乳児本人の保
険証などをお持ちください。※今後の3・4カ月児健診受診予定の方は、健
診時にブックスタートを実施します。

「うさちやんきいて」に参加してみませんか
中央図書館では、毎月第3金曜日に0・1・2歳児を対象としたおはなし会を行っています。
赤ちゃんと一緒に、絵本の読み聞かせやうたあそび・体あそびを楽しみましょう。

◆開催日／11月18日（金）・12月16日（金）
　　　　　　令和5年1月20日（金）・2月17日（金）
　　　　　3月17日（金）
◆定員／各回先着24人
◆場所／中央図書館視聴覚室1（2階）

◆�申込方法／毎月1日午前9時から
　電話で申し込み（1月は1月4日～）
◆申し込み・問い合わせ
　中央図書館☎871-1400

※入室時に検温・マスクの着用をお願いします。

012歳児の

おはなし会
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牛久市スポーツ協会事務局（牛久運動公園体育館内）

☎873-2486 FAX873-2895
牛久市文化協会事務局（文化芸術課内）

☎871-2300
新規加盟団体紹介
ブリランテ音楽教室

代表　松
まつまる

丸 雅
の り こ

子� 問☎875-8703

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため現在活動を自粛している団体もあります。今後の活動については、各団体に直接お問い合わせください。

牛久市牛久市スポーツスポーツ協会協会だよりだより

ミラクルスポーツキングダム 　 検 索
※詳しくは上記 牛久市文化協会事務局 まで

●�広報…ホームページ、広報紙、専用スタ�
ンドなどで広報のお手伝いをします

●�利用…市の各生涯学習センターの使用
料が半額免除されます

●�交流・連携…外部団体との連携事業�
（イベント等への協力）・研修参加� など

加盟すると加盟すると
こんないいこんないい
ことが！ことが！

加盟
条件

・代表者が市内に在住し、活動拠点が市内にあること
・会員が5人以上であること

牛久市文化協会に加盟しませんか？

ソフトテニス部
代表　齋

さいとう
藤 哲

てつろう
朗� 問☎090-3342-2360

　親子から孫まで3世代にわたる幅広い年齢層の部
員構成で、基本練習からゲームまで楽しく活動してい
ます。興味のある方は、一度体験してみてください。

【定期練習】 
◆第1・3日曜日午前11時～午後5時
　※11月～2月は午前11時～午後3時
　牛久運動公園森のテニスコート（2面）
◆第2・4日曜日午前10時～午後4時
　染野製作所テニスコート（1面）

【入会金】 2,000円　【会　費】 6,000円／年
【保険代】 別途

NPO法人ミラクルスポーツ・キングダム
代表　市川 慈

じ か ん
寛� 問（事務局）☎872-5939

FAX828-5935  E□ info＠npo_msk.ne.jp

　私たちは、子どもたちの健全育成を目的に発足し、県
南を中心に活動しています。種目はキッズスポーツ、陸
上、フットサル、チアダンス、ヒップホップ等々です。
ぜひ、私たちと一緒にスポーツを楽しみましょう！
　活動場所・日時など詳細については、事務局までお
問い合わせ、またはホームページをご確認ください。

【入会金】 なし　【会　費】 4,180円（税込）／月
【保険代】 820円／年

　本年度から加盟した「ブリランテ音楽教室」の活動
について、代表の松丸さんにお話を伺いました。
　団体名の「ブリランテ」とはイタリア語で「華やか」、
「華麗」という意味。松丸さんは国立音楽大学の声楽
科を卒業され、今も時折舞台に立って発表されるそ
うです。指導経験も豊富で、現在教室では、合唱・
独唱・ピアノの各部門を指導。今後は合唱部門の生
徒を増やしたいと考えているとのことです。
　練習は月2回、合唱や独唱は発声を主体に、クラ
シックやイタリア歌曲からロシア民謡、抒情歌等幅
広く練習しています。12月には下記のとおり発表会
を開催するそうです。

「輝け‼クリスマスコンサート」
【日　時】 12月17日（土）午後1時30分開演
【場　所】 エスカードホール
【入場料】 無料

  文化協会広報委員会 《取材レポート》

発
表
会
に
て
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詳しくは牛久市消費生活センターへご相談ください！
問　牛久市消費生活センター☎830-8802
　　 （市役所本庁舎3階 商工観光課内）
相談日　月～金曜日（午前9時～正午／午後1時～4時）

【
問
題
①
】

�

お
店
に
行
っ
て
パ
ソ
コ
ン

を
購
入
し
た
が
、そ
の
帰

り
に
別
の
店
で
同
じ
製
品

が
も
っ
と
安
く
売
っ
て
い

た
。
返
品
し
た
い
。

Ａ 

返
品
で
き
る

Ｂ 

返
品
で
き
な
い　

【
問
題
②
】

�

５
日
前
に
訪
問
販
売
で
浄

水
器
の
購
入
契
約
を
し
た
。

何
度
か
使
用
し
た
が
、娘
に

高
額
だ
と
言
わ
れ
た
。ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
か
。

Ａ �

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ 

で
き
る

Ｂ �

使
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
な
い

【
問
題
③
】

頼
ん
だ
覚
え
の
な
い
化
粧

品
が
代
引
き
で
送
ら
れ
て

き
た
。正
し
い
対
処
法
は
？

Ａ �

代
金
を
支
払
い
、
受
け

取
っ
た
後
に
事
業
者

に
連
絡
す
る

Ｂ �

覚
え
が
な
い
の
で
、

　

 

受
け
取
り
を
拒
否
す
る

消
費
者
契
約
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

《
解
説
》

【
問
題
①
】…
正
解
は
Ｂ

自
ら
お
店
に
行
っ
て
購
入
し
た

も
の
は
商
品
に
欠
陥
が
あ
っ
た

場
合
等
を
除
き
、原
則
と
し
て
無

条
件
で
返
品
で
き
ま
せ
ん
。返
品

に
応
じ
て
く
れ
る
の
は
お
店
の

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
問
題
②
】…
正
解
は
Ａ

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、
契

約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日

間
で
あ
れ
ば
使
っ
て
し
ま
っ
て
も

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

【
問
題
③
】…
正
解
は
Ｂ

商
品
を
受
け
取
っ
て
開
封
し
て
し

ま
う
と
受
け
取
り
拒
否
が
で
き

な
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

※
令
和
3
年
の
特
定
商
取
引
法
改

正
に
よ
っ
て
、
売
買
契
約
に
基
づ

か
ず
に
送
付
さ
れ
た
商
品
に
関
す

る
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
し
た
。
今

回
の
改
正
に
よ
り
、
一
方
的
に
送

り
付
け
ら
れ
た
商
品
に
つ
い
て
は
、

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
金
銭
の
支
払
い
義

務
は
生
じ
て
い
な
い
た
め
、
事
業

者
か
ら
支
払
い
を
請
求
さ
れ
て
も

応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問 環境政策課☎内線1561

わん
こんやに

　
日
も
短
く
な
り
寒
さ
が

増
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

室
内
に
い
る
動
物
も
、冬
が

近
く
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
体
調
を
崩
し
が
ち

に
な
り
ま
す
。家
の
中
が
乾

燥
す
る
と
鼻
や
の
ど
の
粘

膜
の
働
き
が
弱
ま
り
、細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。加

湿
す
る
な
ど
し
て
動
物
の

健
康
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

●�

適
度
に
運
動
さ
せ
ま

し
ょ
う

　
室
内
で
飼
わ
れ
て
い
る

犬
の
場
合
、
寒
い
か
ら
と

〈テーマ〉
体調に留意
しましょう

今年度の狂犬病予防注射の接種期限は12月末までです！
狂犬病予防注射は、狂犬病予防法により接種が義務付けられています。必ず動物病院で
狂犬病予防注射を12月末（今年度限りの特例による延長）までに受けてください。
※飼い犬の健康状態等により接種ができない場合は、動物病院が発行する猶予証明書を環境政策課にご提出ください。

い
っ
て
散
歩
に
行
か
な
い

日
が
続
く
と
、肥
満
に
な
り

が
ち
で
す
。犬
の
体
調
に
問

題
が
な
け
れ
ば
、犬
に
あ
っ

た
寒
さ
対
策
を
し
て
散
歩

に
で
か
け
ま
し
ょ
う
。

●�

狂
犬
病
予
防
注
射
を 

受
け
ま
し
ょ
う

　
狂
犬
病
は
全
て
の
哺
乳

類
に
感
染
し
、
発
症
す
る

と
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
に
至

り
ま
す
。万
が
一
狂
犬
病
が

日
本
に
侵
入
し
た
場
合
に

備
え
、
飼
い
犬
を
登
録
し
、

狂
犬
病
予
防
接
種
は
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
。

【種類】MIX（両方オス1歳）

【種類】ボーダーコリー（オス4歳）

I家（栄町）クロスケ ＆ キン

N家（さくら台）サンタ

人
が
大
好
き
♥ 

で
も
ワ
ン

ち
ゃ
ん
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
。

自
分
を
人
間
だ
と
思
っ
て

る
の
か
な
？

県
内
の
保
護
団
体
か
ら
譲
っ
て

い
た
だ
い
た
お
行
儀
良
い
兄
弟

猫
で
す
！

▼

クロスケ

▼

キン
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問 文化芸術課（牛久シャトー内）☎874-3121

　
写
真
は
昭
和
33
年
に
猛
威
を
ふ
る
っ
た
台
風
22
号

（
狩
野
川
台
風
）に
よ
っ
て
小
野
川
が
氾
濫
し
た
と
こ

ろ
を
、
小
坂
町
か
ら
見
た
様
子
で
す
。
小
野
川
流
域

だ
け
で
は
な
く
乙
戸
川
、
桂
川
、
牛
久
沼
周
辺
も
冠

水
し
て
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
小

野
川
流
域
の
土
地
改
良
事
業
が
進
み
、
現
在
の
整
備

さ
れ
た
田
園
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。昭
和
45（
１

９
７
０
）年
に
事
業
の
達
成
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ

た
石
碑
が
、
現
在
も
小
坂
町
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭和33（1958）年9月
小野川の氾濫と土地改良事業

「昔のうしく」の写真（とくに昭和40年代までの写真・東部地区の写真）を募集しています。
氾濫する小野川

小野川流域土地改良
事業竣工記念碑
※現在は国道408号
沿い（小坂町918）にあ
ります。

☎029-875-8541  FAX 029-875-8686 □E ushiku@fmuu.jp番組に関するお問い合わせ

第50回

曲のリクエストや番組への曲のリクエストや番組への
メッセージもメッセージもお待ちしてますお待ちしてます♪♪

「第30回うしくWaiワイまつり」生放送‼

出演者：山口まな美・山城功児・西原朗演(コーヒールンバ)

11月3日(木・祝)に行われる「第30回うしくWaiワイまつり」
の会場の様子を生放送でお届けします！

【新番組のお知らせ】
朗読わたしの本棚
「橋のない川」

住井すゑの代表作を
音声でお届けします。
放送：毎週木曜日午後 
3時～3時30分（再放送：
午後10時～10時30分）

FM-UUの聴き方やリクエスト、詳しい番組表
などは公式ホームページをご覧ください

放送：11月3日（木・祝）午前11時～午後1時予定

年末年始年越し
特別番組メッセージ募集‼

メッセージ
テーマ

「2022年の反省」
「2023年の抱負」

【締切】12月10日(土)まで
「年末特番」の文字を入れ、Eメールか

ホームページのメッセージフォーム
からご応募ください。

イベント放送情報

※�イベント中止の
場合、放送は中止
となります。

文芸さろん ―霜月 ―
※�掲載作品は担当課にて審査の上、�
決定します。投稿いただいた作品が�
必ず掲載されるわけではありません。

イラストや俳句、短歌など
をお送りください！

作品
募集

●�あて先
　〒300-1292牛久市中央3-15-1
　「広報うしく文芸さろん」係
　FAX873-2512
　�□E □kouhou@city.
　　ushiku.ibaraki.jp
●�記載事項
　�作品、氏名、電話番号、匿名希望
の方はその旨（ペンネームもOK）

次回募集テーマは「冬」

▲のとまむ

▲長澤さん

空
高
し
筑
波
の
山
に
う
ろ
こ
雲�

和
多
田
さ
ん

秋
め
く
や
風
呂
の
温
度
を
一
度
あ
げ�

ジ
ャ
ズ

再
会
し
会
話
も
は
ず
む
レ
モ
ン
テ
ィ
ー�

山
崎
さ
ん

七
色
の
橋
の
び
や
か
に
シ
ャ
ト
ー
ま
で�

あ
お
た
ん

木
枯
し
の
か
き
集
め
た
る
落
葉
か
な�

宮
内
さ
ん

紅
葉
色
四
季
の
彩
り
筑
波
山�

ヒ
デ
オ

１
本
の
ナ
ス
60
本
の
ナ
ス
が
出
来

　
　
ま
だ
　
　
花
が
咲
い
て
い
る�

月
田
さ
ん

夜
つ
ゆ
降
り
あ
さ
日
綺
羅
め
く
雲
も
な
し

　
　
　
季
節
の
蝶
花
は
だ
に
よ
ろ
こ
ぶ�

木
村
さ
ん

中
秋
の
故
母
が
拝
ん
だ
同
じ
月

　
　
　
身
は
乞
食
想
は
天
下
坂
の
雲�

宇
海
無
一

稲
作
り
始
め
て
夫つ
ま

は
五
十
年

　
　
　
新
品
種
に
て
再
挑
戦�

草
葉

秋
ふ
か
く
山
を
染
め
た
る
紅
葉
も

　
　
　
落
ち
葉
に
な
っ
て
土
に
戻
り
て�

三
喜
男
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日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法 締＝申込締め切り日　他＝その他　主＝主催　共＝共催　団＝団体名　問＝問い合わせ　HP＝ホームページアドレス　Ｅ□＝Eメールアドレス

問 NPO法人牛久コミュニティ放送☎875-8541 FAX875-8686 E ushiku@fmuu.jp

牛久市の情報を盛りだくさんにお伝えしています！
FMうしくうれしく放送

UUラジオ854（生放送）

市役所敷地内
保健センター2階から放送中！

ム―くんフ―ちゃん

スマートフォンでもラジオが聴けます！詳しくは公式ホームページ（http://www.fmuu.jp）

月～金曜日午前10時～正午（再放送：午後5
時～7時）※牛久市広報番組「広報うしく」午前
10時30分～11時30分（再放送：午後2時～3時）

FM
周波数

85.4MHz

感染症情報
月～金曜日午前11時～
（再放送：午後2時30分～、午後6時～）
感染症患者発生状況などをお知らせします。

ポータルサイト、アプリで
「広報うしく」が読めます！

イバラキイーブックス
地域特化型電子書籍
ポータルサイト

マチイロ
スマートフォン、
タブレット対象アプリ

「広報うしく」は、毎月1日号（行政
区配布）と15日号（全戸ポスティン
グ）の月2回発行。市ホームページ
でも全ての内容を掲載しています。

公式Twitter

@nemoto_youji @ushiku_city
牛久市シティプロモーション

@ushikucitypromo

根本市長 牛久市

問　牛久市役所
☎029-873-2111（代表）
FAX029-873-7510（代表）

牛久市公式チャンネル

牛久市公式
LINE

          

牛久市メールマガジン
「かっぱメール」

感染症、市政イベント、防災・防
犯、各学校などの情報をメールで
お届け。ご利用の際は必要な情
報の「配信カテゴリ」をお選びくだ
さい。ぜひ登録をお願いします。

問広報政策課☎内線3221、3222

かっぱメールを
新規登録する方

配信カテゴリを
追加・変更する方

牛久市役所
（シティプロモーション）
Facebook

開館や利用情報は施設ごとに異なります。詳しくはホーム
ページをご覧になるか、各施設にお問い合わせください。

●施設の利用について � ▲牛久市HP
施設の閉鎖・
利用制限
および再開

●感染症予防対策にご協力ください
掲載されているイベント等にご参加される際は、自宅での検温、会場での感染症予防対策（マ
スク着用・体温測定・手指消毒等）にご協力をお願いします。当日、体温が37.5℃以上ある場
合や、咳等の症状がある場合は参加をお控えいただきますようお願いします。また感染症の
状況により、急遽内容の変更や中止および延期となる場合もありますことをご了承ください。

開館や利用情報は施設ごとに異なります。詳しくはホーム
ページをご覧になるか、各施設にお問い合わせください。

●施設の利用について � ▲牛久市HP
施設の閉鎖・
利用制限
および再開

●感染症予防対策にご協力ください
掲載されているイベント等にご参加される際は、自宅での検温、会場での感染症予防対策に
ご協力をお願いします。当日、体温が37.5℃以上ある場合や、咳等の症状がある場合は参加
をお控えいただきますようお願いします。また感染症の状況により、急遽内容の変更や中止
および延期となる場合もありますことをご了承ください。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

■

ひ
た
ち
野
う
し
く
ウ
イ
ン
タ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
２

　

ひ
た
ち
野
う

し
く
駅
を
中
心

に
、
今
年
も
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
街
が
輝
き

ま
す
。

日【
点
灯
期
間
】11
月
19
日（
土
）～

令
和
５
年
２
月
28
日（
火
）

▼
点
灯
場
所
／
ひ
た
ち
野
ひ
が
し

通
り
・
み
ず
べ
通
り
メ
タ
セ
コ
イ

ヤ
街
路
樹
・
西
友
・
常
陽
銀
行
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等

主
ひ
た
ち
野
う
し
く
ま
ち
そ
だ
て

協
議
会

問
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン�

２
０
２
２
部
会
事
務
局�

☎
・
FAX
８
８
５
・
６
７
０
７

■

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

教
室
学
習
者
募
集

（
令
和
４
年
度
３
学
期
）

Japanese class for non-
Japanese speakers

　
日
本
語
が
う
ま
く
話
せ
な
い
た

め
困
っ
て
い
た
り
、
さ
ら
に
上
達

を
希
望
す
る
外
国
人
等
の
方
が
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
教
室
を
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

対
日
本
語
の
日
常
会
話
を
学
び
た

い
外
国
人
な
ど（
希
望
者
多
数
の

場
合
は
市
内
在
住
の
方
を
優
先
）

￥
１
０
０
０
円（
今
学
期
・
10
回

分
）※
初
日
納
入
。
以
降
、学
期

中
に
教
室
が
中
止
と
な
っ
て
も

返
金
し
ま
せ
ん
。

申
必
ず
希
望
者
ご
本
人
が
市
民
活

動
課
の
窓
口
に
申
し
込
み
に
来

て
く
だ
さ
い
。
日
本
語
が
話
せ

な
い
方
は
付
き
添
い
の
方
と
一

緒
に
来
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
※
希
望
者
多
数
の
場
合

は
、キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

締
11
月
18
日（
金
）

問
牛
久
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局�

（
市
民
活
動
課
内
）☎
内
線

（Extension

）１
６
３
２

　
□�□Ｅ□ □shim

in@
city.ushiku.

ibaraki.jp

▼ �日程／令和5年1月5日（木）～3月
16日（木）※2月23日を除く毎週
木曜日、全10回、1回90分

▼ �時間／希望する時間帯を一つ選択
　【AMクラス】午前10時～
　【PMクラス】午後1時～
　【EVクラス】午後７時～

▼ �場所／中央生涯学習センターほか

※
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
対
面

式
の
授
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
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日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法項目の見方

■

不
動
産
無
料
相
談
会

　
（
公
社
）茨
城
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
牛
久
・
竜
ヶ
崎
支
部
主
催

の
不
動
産
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
不
動
産
に
関
す
る
悩
み
や

お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

不
動
産
の
プ
ロ
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
お
気
軽
に
ご
予
約
の
上
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
11
月
26
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
４
時
30
分

所
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
２
階
特
設
会
場

内
宅
地
建
物
取
引
士
に
よ
る
不
動

産
に
関
す
る
相
談

対
空
家・空
地
を
お
持
ち
の
方
、ご

自
宅
が
空
家
に
な
り
そ
う
な
方
、

相
続
人
や
後
継
ぎ
が
い
な
い
方
、

不
動
産
に
関
す
る
問
題
で
お
悩

み
の
方 

￥
無
料

申
事
前
予
約
制
。電
話
で
申
し
込
み
。

　
【
申
込
先
】（
公
社
）茨
城
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
牛
久
・
竜
ヶ

崎
支
部
☎
０
２
９
・
８
３
０
・

７
７
１
２（
受
付：午
前
10
時
～

午
後
４
時
※
水
曜
日
を
除
く
）

締
11
月
22
日（
火
）

問
空
家
対
策
課
☎
内
線
２
５
３
１

■

ブ
ロ
ッ
ク
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
片・

レ
ン
ガ
類
の
回
収
実
施

　
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は

処
理
で
き
な
い
ご
家
庭
で
不
要
と

な
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
・
レ
ン
ガ
類
を

無
料
で
回
収
し
ま
す
。

　
会
場
ま
で
ご
自
身
で
搬
入
し
、

設
置
し
て
あ
る
コ
ン
テ
ナ
に
移
し

替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
搬
入

の
際
、
牛
久
市
民
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
す
。
必
ず
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。来
場
時
は
、必

ず
マ
ス
ク
着
用
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
物
が

対
象
で
す
。
業
務
で
不
要
と
な
っ

た
も
の
は
対
象
外
。
※
大
量
に
あ

る
場
合
は
、
直
接
左
記
の
産
業
廃

棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者（
有
料
）

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
で
き
な
い
品
目
の
例
／
業

務
で
生
じ
た
も
の
／
石
、砂
利
、土

／
陶
器
類
、
石
膏
ボ
ー
ド
／
金
属
、

ガ
ラ
ス
類
／
医
療
器
具
／
農
業
廃

棄
物（
ビ
ニ
ー
ル
類
等
）／
ス
レ
ー

ト
瓦（
石
綿
入
り
の
有
無
が
判
断

で
き
な
い
た
め
）／
タ
イ
ヤ
、
ホ

イ
ー
ル
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
自
動

車
用
部
品

▼
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
の
一
例
／
◆
㈱
そ
め
や（
さ
く

ら
台
４
‐
35
‐
１
）☎
８
７
２・６

６
８
５
◆
㈲
ワ
タ
ベ
商
会（
岡
見

町
２
８
４
５
‐
６
）☎
８
７
３・１

３
６
２ 

※
料
金
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

【
お
願
い
】

　

例
年
、
年
末
年
始
の
牛
久
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
大
変
混
雑
し

て
い
ま
す
。
ご
み
の
持
ち
込
み
で

は
、
１
時
間
以
上
お
待
ち
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、「
な
る

べ
く
収
集
日
に
集
積
所
へ
出
す
」

ま
た
は
、「
日
時
に
余
裕
を
も
っ
て

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち

込
む
」な
ど
計
画
的
な
ご
利
用
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
１
５
７

１
～
１
５
７
３

▼回収日時／11月26日（土）
　　　　　　午前9時～午後3時（雨天決行）

▼回収場所／中央生涯学習センター大駐車場（東側）

▼当日回収できる物
　◆ブロック、コンクリート片
　◆レンガ類（赤レンガ、ガーデ
　　ニングレンガ、タイルなど）
　※乗用車で運べる程度の量まで。

■

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
電
気
設
備
年
次
点
検
の
た
め
臨

時
休
館
し
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
／
11
月
27
日（
日
）

問
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
８

３
０
・
９
３
３
３

■

第
32
回
牛
久
駅
前 

ど
ん
ど
ん
祭
り

「
家
族
の
日
」だ
よ
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
牛
久
駅
前
を
市
民
主
体
に
よ
る

“
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
”と
し
て
開
催

さ
れ
る
、32
回
目
の「
ど
ん
ど
ん
祭

り
」で
す
。

　
今
回
は
内
閣
府
が
定
め
た
11
月

第
3
日
曜
日
の「
家
族
の
日
」に
ち

な
み
、
通
常
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か

家
族
や
地
域
の
つ
な
が
り
、
子
ど

も
を
育
て
る
大
切
さ
に
気
付
く

き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
指
し
て
ス

ペ
シ
ャ
ル
な
企
画
を
用
意
し
ま
し

た
。
う
ら
ら
か
な
小
春
日
和
の
ひ

と
時
を
家
族
、
友
人
み
ん
な
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
好
評
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム（
賞
品
多
数
あ
り
）を
開

催
す
る
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や

各
種
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
11
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
４
時

　
【
歌・踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
等
】…
午
前
10
時
～

午
後
１
時
15
分
、【「
家
族
の
日
」

イ
ベ
ン
ト
】…
午
後
1
時
15

分
～
4
時 

※
小
雨
決
行
、荒
天

中
止

所
や
っ
ぺ
や
っ
ぺ
広
場（
牛
久
駅

東
口
駅
前
広
場
）

内
飲
食
ブ
ー
ス（
地
元
の
銘
店
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
）、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
歌
・
踊
り
の
ス
テ
ー

ジ
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
な
ど
、「
家
族
の
日
」イ
ベ

ン
ト（
家
族
対
抗
〇
×
ク
イ
ズ
、�

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
等
を
予
定
）

主
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
牛
久
駅
前
か
っ
ぱ

つ
化
実
行
委
員
会　

協
力
ぶ
ど
う
園
通
り
商
店
会　

ち
ゃ
ん
み
よ
Ｔ
Ｖ

後
援
牛
久
市

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
牛
久
駅
前
か
っ
ぱ

つ
化
実
行
委
員
会（
入
江
）☎
０

９
０
・
８
４
９
０
・
８
９
６
２
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■

11
月
30
日
ま
で　
　
　
　

薬
物
乱
用
防
止
運
動

　
薬
物
の
乱
用
は
健
康
上
の
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
、各
種
犯
罪
の
誘
因

な
ど
の
危
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。薬

物
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し
く
認
識
し

て
薬
物
乱
用
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

問
竜
ケ
崎
保
健
所
衛
生
課
☎
０
２

９
７
・
62
・
２
１
６
３

■

第
155
回
う
し
く
ゴ
ッ
多
市

出
店
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
プ
ロ
・
ア

マ
チ
ュ
ア
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
め

て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

日
12
月
11
日（
日
）午
前
９
時
～
午

後
２
時

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

￥
【
出
店
料
】半
区
画
１
５
０
０
円

定
約
40
区
画
※
半
区
画
の
み
の
募

集
。
飲
食
店
不
可
。
※
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選（
抽
選
結

果
は
通
知
）。

申
は
が
き
に
①
氏
名（
ふ
り
が
な
）

②
郵
便
番
号
③
住
所
④
確
実
に

連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号（
申

込
内
容
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）⑤
出

店
品
目（
例
…
衣
類
、
雑
貨
）を

明
記
の
上
、「
〒
３
０
０
‐
１
２

９
２
牛
久
市
中
央
３
‐
15
‐
１�

牛
久
市
商
工
観
光
課
ゴ
ッ
多
市

係
」宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
不
備
が
あ
る
場
合
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

窓
口
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
は
１
組
１
枚
。
２
枚

目
以
降
は
無
効
。
複
数
応
募
は

不
可
。

締
11
月
11
日（
金
）必
着

問
商
工
観
光
課
☎
内
線
１
５
２
２

■

牛
久
市
環
境
美
化
の
日

　
市
で
は
、
環
境
美
化
意
識
の
向

上
お
よ
び
地
域
の
環
境
美
化
維
持

を
目
的
と
し
て
、11
月
の
第
3
日
曜

日
を「
牛
久
市
環
境
美
化
の
日
」と

定
め
て
い
ま
す
。快
適
な
生
活
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、市
内
全
域
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、清
掃
で
ご
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
不
用
品

等
は
違
反
ご
み
と
し
て
回
収
し
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■

市
民
向
け
成
年
後
見
制
度

研
修
会

日
12
月
５
日（
月
）・
８
日（
木
）・

13
日（
火
）・
15
日（
木
）午
前
10

時
～
11
時
30
分

所
市
役
所
分
庁
舎
第
２
会
議
室（
２
階
）

対
制
度
に
興
味
の
あ
る
市
民
の
方

定
・
￥
各
日
９
人
程
度
・
無
料

申
各
日
程
の
前
日
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
。

問
牛
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
８

７
１
・
１
２
９
５

日
11
月
20
日（
日
）午
前
8
時
～�

※
小
雨
決
行
。
態
度
決
定
は
、
地

区
の
代
表
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

所
・
内
市
内
全
域
・
地
域
内
の
道

路
、
公
園
、
水
辺
等
の
公
共
の

場
所
や
そ
の
周
辺
の
清
掃
活
動
。

問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
１
５
７

１
～
１
５
７
３

■

空
家
所
有
者
・
管
理
者
へ
の

お
願
い

　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
空
家
は
、
防
災
・
衛
生
・
景
観

等
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
晩

秋
を
迎
え
、
自
然
の
木
々
も
冬
の

装
い
を
見
せ
始
め
、
枯
れ
草
や
落

ち
葉
が
多
く
な
り
ま
す
。
空
家
の

所
有
者
・
管
理
者
の
方
は
、
空
家

の
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
除

草
、
枝
木
の
剪
定
や
必
要
な
修
繕

な
ど
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
空
家
対
策
課
☎
内
線
２
５
３
１

■

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止 

推
進
月
間
」で
す

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、家
庭

と
い
う
密
室
の
中
で
行
わ
れ
る
こ

と
も
多
く
、周
囲
か
ら
発
見
さ
れ
に

く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。虐
待
を
早

期
に
発
見
し
、対
応
す
る
に
は
皆
さ

ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。周
囲
に
気

に
か
か
る
親
子
を
見
か
け
た
と
き

や
、ご
自
身
が
子
育
て
に
悩
ん
だ
と

き
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。連
絡
は

匿
名
も
可
能
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場
合
は
、市

区
町
村
の
児
童
虐
待
担
当
課
や
児

童
相
談
所
に
通
告
す
る
こ
と
が
国

民
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

オミクロン株対応 新型コロナワクチン接種について 引き続き、
感染対策も
お願いします！

牛久市  新型コロナワクチン 　 検索問 健康づくり推進課☎869-5959

11月2日（水）から3・4・5回目接種に使用するファイザー社製ワクチンは、オミクロン株
BA.4-5対応型ワクチンです。モデルナ社製ワクチンについては、薬事承認後にBA.4-5対応
型に切り替えます。接種券が届き次第早めに予約をお取りください。

問
こ
ど
も
家
庭
課
☎
内
線
１
７
３
１

【児童虐待に関する連絡先】
◆�児童相談所虐待対応

ダイヤル（24時間対応・
通話料無料）☎189
◆�児童相談所相談専用

ダイヤル（24時間対応・
通話料無料）
　 0120-189-783

◆�土浦児童相談所�
☎821-4595
◆�いばらき虐待ホット

ライン（24時間対応）
　☎0293-22-0293
◆牛久警察署
　☎871-0110

◆�市こども家庭課（家庭児童相談室）☎内線1731
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日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法項目の見方

人
材
募
集
・
就
職
支
援

■

い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
就
労
相
談

日
11
月
22
日（
火
）午
後
１
時
～
５
時

所
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
第
２
会
議
室

対
15
歳
～
49
歳
の
若
年
無
業
者
お

よ
び
そ
の
家
族
※
相
談
無
料
。

申
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
相
談

日
の
３
日
前
ま
で
に
連
絡
。右
記
の

日
程
以
外
も
別
会
場
に
て
相
談
可
。

問
い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
一
般
社
団
法
人

ア
イ
ケ
イ
つ
く
ば
）☎
８
９
３・３

３
８
０ 

 FAX
８
９
３
・
３
３
８
１�

Ｅ□info@saposute-tsukuba.jp

■「
全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
」 

が
始
ま
り
ま
す
！

「
お
で
か
け
は　
マ
ス
ク
戸
締
り

 

火
の
用
心
」�令
和
４
年
度
防
火
標
語

▼
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
／

11
月
９
日（
水
）～
15
日（
火
）

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
次
の
ポ
イ
ン

ト
を
守
る
こ
と
で
火
災
の
発
生
を

予
防
し
尊
い
命
を
守
り
、
財
産
の

損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
安
全

装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
住

■

国
保
・
医
療
・
介
護 

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

　
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
費
用
や
保

険
料
負
担
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

負
担
軽
減
策
な
ど
に
つ
い
て
、
医

療
・
福
祉
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
が
回

答
し
ま
す
。
※
相
談
無
料
。

日
11
月
12
日（
土
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

主
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

▼
相
談
先
／
茨
城
県
社
会
保
障
推

進
協
議
会
☎
０
２
９
・
２
２
８
・
０

６
０
０
、
☎
０
２
９
・
２
２
８
・
０

６
０
２

■

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー　

第
43
回
結
婚
相
談
会

日
11
月
13
日（
日
）午
後
１
時
30

分
～
４
時（
受
付：午
後
３
時
30

分
ま
で
）※
相
談
無
料
。

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和
室

対
独
身
の
方

持
身
上
書
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
用
写

真（
カ
ラ
ー
・
L
サ
イ
ズ
）

主
・
問
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
南
地

域
活
動
協
議
会
牛
久
地
区（
木
村
）

☎
０
９
０
・
５
８
１
９
・
７
５
２
１

催
し
・
講
座

相
　
談

■

朱
青
会
水
彩
画
展

　
透
明
水
彩
等
に
よ
る
作
品
展
。

日
11
月
14
日（
月
）～
20
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
５
時（
初
日
は

午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）※
入
場
無
料
。

所
三
越
牛
久
店
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー（
２
階
）

主・問
朱
青
会（
髙
橋
）☎
０
９
０・

１
８
８
２
・
８
３
４
９

■

ギ
タ
ー
弾
き
語
り　
　
　

「
カ
ポ
の
会
」演
奏
会

　
会
員
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
入
場
無
料
。

日
11
月
12
日（
土
）午
後
１
時
開
場
、

午
後
１
時
30
分
開
演

所
エ
ス
カ
ー
ド
ホ
ー
ル

主
ギ
タ
ー
弾
き
語
り「
カ
ポ
の
会
」

問
藤
島
☎
８
７
２
・
２
６
１
８

■

牛
久
味
わ
い
亭 

第
37
回
落
語
会

日
11
月
20
日（
日
）午
後
１
時
15
分

開
場
、
午
後
１
時
30
分
開
演

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
講

座
室
※
入
場
無
料
。
※
先
着
順
、

予
約
不
要
。

▼
出
演
／
牛
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
て
い

久
亭
歩ほ

て
る輝

、
有あ

り
が
て
い

難
亭

真ま

か

な
仮
名
、
有あ

り
が
て
い

難
亭
良ら

じ

お
茲
緒
、
牛

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う久

亭て
い

空く
う
に
ょ女
、
好こ

う
ぶ
ん
て
い

文
亭
梅ば

い
ち
ょ
う朝

主
・
問
落
語
会「
牛
久
味
わ
い
亭
」

（
飯
塚
）☎
０
９
０・４
４
１
２・

５
７
４
８

掲載されている
イベント等について
感染症拡大防止のため、
中止または延期となる
ことがあります。開催可
否などの最新情報は各
問い合わせ先にご確認
ください。

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、衣
類
お
よ
び

カ
ー
テ
ン
は
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使

い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
認
し
、
備
え
て
お
く
。�

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る

み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

問
牛
久
消
防
署
☎
８
７
３・０
１
１
９

エスカード牛久にストリートピアノストリートピアノ設置
誰でも弾ける！

エスカード牛久の広場にストリートピアノが設置され、�
10月16日にオープニングセレモニーが行われました。�
このストリートピアノは誰でも弾くことができます。�
同場所で開催するミニ
コンサート等のイベン
トでも使用することが
できます。皆さん、ぜひ
ご活用ください。

【場所】 エスカード牛久2階広場
【開放時間】 午前10時～午後7時
【コンサート等での使用申し込み】
事前に下記までお問い合わせください。

■問 牛久都市開発（株）☎874-3311

広報うしく 2022年11月1日号17



日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法 締＝申込締め切り日　他＝その他　主＝主催　共＝共催　団＝団体名　問＝問い合わせ　HP＝ホームページアドレス　Ｅ□＝Eメールアドレス

牛久自然観察の森

【イベント申し込み方法】

11月の
イベント情報

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となる場合もありますので、事前にお問い合わせまたはホームページでご確認ください。

二次元バーコードまたは下記URLから
予約フォーム受付画面にお進みください

［イベント申し込みURL］  https：//reserva.be/ushiku

【開園時間】 午前9時～午後4時（入園無料）
【休  園  日】 4日(金)、7日（月）、14日(月)、21日（月）、24日（木）、28日（月）
【お問い合わせ】 ☎029-874-6600

https://www.city.ushiku.lg.jp/page/dir000055.html公式HP

11日（金）午前10時30分～11時15分
幼児、自然教室 ～どんぐりコロコロ秋探し～

森の中を歩き、生きものや木の実・草
の実をご紹介しながら、触っても大丈
夫な生きものたちの紹介をします。
11 月はどんぐりや色づいた葉の観察
など、森の秋探しを行います。
□対　象：2～3歳とその保護者
　　　　　（付き添いの兄弟の参加可）
□参加費：子ども1人300円（付き添いの保護者無料）
□集　合：第一駐車場向かいの林
□申し込み：下記予約フォームにて事前予約（定員：8組）

19日（土）午前9時30分～10時30分
綿毛の種をつける植物の紹介と
綿毛の種探しを行います。その後
小さな送風機で綿毛を飛ばして
距離を計測してみます。

□対　象：５歳～小学生とその保護者
　　　　　　（付き添いの兄弟の参加可）
□参加費：子ども1人500円（付き添いの保護者無料）
□集　合：ネイチャーセンター前
□申し込み：下記予約フォームにて事前予約（定員：8組）

～検証！綿毛の種はどこまで飛ぶのか～こども生きもの調査隊 

■

茨
城
ロ
ン
グ
ホ
ー
ン
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
基
礎
か

ら
ゆ
っ
く
り
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

楽
し
く
技
術
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

日
毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
～
８
時
、

土
・
日
曜
日
午
後
５
時
～
７
時

所
中
根
小
学
校
体
育
館

対
小
学
生

￥
月
２
０
０
０
円

団
・
問
茨
城
ロ
ン
グ
ホ
ー
ン
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル（
澤

田
）☎
０
９
０
・
３
５
０
７
・
８

９
９
６

■

コ
ー
ラ
ス
泉

　
一
緒
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

見
学
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
毎
週
火
曜
日
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

所
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
音
楽
室

￥
月
３
０
０
０
円

団
・
問
コ
ー
ラ
ス
泉（
番ば
ん
）☎
０
９

０
・
９
８
５
３
・
９
０
７
０

メ
ン
バ
ー
募
集

■

平
地
林
の
手
入
れ
作
業　

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

日
11
月
20
日（
日
）午
前
８
時
30
分�

～
正
午

所
牛
久
市
井
ノ
岡
町（
要
問
い
合
せ
）

内
下
草
刈
り
、
伐
採
、
枝
打
ち

持
ナ
タ
、
カ
マ
、
ノ
コ
ギ
リ
、
作

業
服
、
手
袋
、
飲
み
物
、
昼
食

￥
保
険
代
１
人
３
０
０
円（
１
家

族
５
０
０
円
）

主
・
問
木
と
ふ
れ
あ
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局（
阿
部
）☎
８
７

３
・
６
４
２
４

■

歴
史
を
語
り
合
う
会

日
11
月
20
日（
日
）午
後
１
時
30

分
～
５
時

所
エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
第
１
講
座
室（
４
階
）

内「
江
戸
の
天
文
暦
学
者・渋
川
春

海
」…
昔
の
暦
で
は
何
回
か
の

改
暦
が
あ
り
、
江
戸
中
期
に
渋

川
春
海
が
初
め
て
大
和
独
自
の

暦
を
作
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
暦

で
し
ょ
う
か
？

講
山
口
智
治
氏

定
・
￥
30
人
・
３
０
０
円（
資
料
代
）

申
電
話
で
事
前
申
し
込
み

主
・
問
牛
久
史
談
会（
板
宮
）☎
０

９
０
・
２
３
２
７
・
６
３
０
４

■

や
っ
て
み
よ
う
！　
　
　

可
能
性
を
見
つ
け
よ
う
！

　
体
を
動
か
す
喜
び
を
体
験
し
、

体
操
競
技
で
身
体
能
力
を
高
め
る

一
歩
に
し
ま
せ
ん
か
。
随
時
体
験

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
牛
久
第
一
中
学
校
体
育
館
他

対
幼
児
～
中
学
生

団
牛
久
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
牛
久

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
ク
ラ
ブ

問
鐵く
ろ
が
ね

☎
８
７
２
・
３
３
８
３

■

暮
ら
し
に
役
立
つ 

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
体
験

　
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
や
セ
ル
フ
ケ

ア
に
ご
興
味
あ
る
方
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
12
月
7
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午

所
か
っ
ぱ
の
里
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
第
１
講
座
室

内
天
然
素
材
だ
け
を
使
っ
た
保
湿

ク
リ
ー
ム
を
手
作
り
し
ま
す
。

定
先
着
10
人

￥
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

講
山
田
紅
霞
氏（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｄ
ア
ロ

マ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

持
筆
記
用
具
、
飲
み
物

主
・
問
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ーrossa

（
種た

ね

だ
子
田
）☎
０
９
０
・
４
８
４

５
・
６
２
１
５
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「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
も
の
で
す
。
今
回
、
広
報
紙
を

活
用
し
て
お
配
り
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
が
日
常
生
活
の
中
で
不
便
と
感

じ
て
い
る
こ
と
や
、「
こ
ん
な
ま
ち
づ

く
り
を
」と
思
う
ご
意
見・ご
提
案
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
全
て
の
ご
意

見
を
す
ぐ
に
実
行
、
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
と
共
に

考
え
、
共
に
研
究
し
、
で
き
る
だ
け

市
政
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

※
ご
意
見
は
、
下
の
用
紙
の
裏
面
に

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
回
答
を
希
望

す
る
場
合
、
ご
住
所
、
お
名
前
、
電

話
番
号
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

匿
名
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
誤
っ
た
記
載

の
場
合
、
回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問　広報政策課☎内線3221
　　※�市のホームページ（https://www.city.ushiku.lg.jp/）でもご意見を受け

付けています。また、これまでに頂いたご意見の一部も紹介しています。

「
ま
ち
づ
く
り
」は

　
市
民
と
行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

市
長
へ
の
手
紙 

で

あ
な
た
の
ご
意
見
・
ご
提
案

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
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根 本 　 洋 治

( 切 手 を は ら ず に こ の ま ま 投 か ん し て く だ さ い ）

キ
リ
ト
リ

キ リ ト リ



①
郵
送
の
場
合

・�

市
長
へ
の
手
紙
は
、
切
手
不
要
の
便

せ
ん（
封
筒
）に
な
っ
て
い
ま
す
。

・�
用
紙
を
キ
リ
ト
リ
線
で
切
り
離
し
、

「
の
り
し
ろ
」の
部
分
に
の
り
を
付
け
、

記
入
い
た
だ
い
た
ご
意
見
が
内
側
に

な
る
よ
う
二
つ
に
折
っ
て
は
り
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
切
手
を
は
ら
な
い

で
、
お
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
投と
う
か
ん函

し
て
く
だ
さ
い
。

・�

こ
の
便
せ
ん
は
、
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

②�

市
長
へ
の
手
紙
専
用
ポ
ス
ト
へ
投
函

す
る
場
合

・�

記
入
後
、
そ
の
ま
ま
左
記
の
公
共
施

設
に
設
置
さ
れ
た「
市
長
へ
の
手
紙

専
用
ポ
ス
ト（
投
書
箱
）」に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

市
長
へ
の
手
紙
専
用
ポ
ス
ト
が
設
置

さ
れ
て
い
る
公
共
施
設

（
市
長
へ
の
手
紙
は
、専
用
ポ
ス
ト
の

横
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
）

市
役
所
本
庁
舎
、エ
ス
カ
ー
ド
出
張
所
、

中
央
図
書
館
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、三
日
月
橋

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、奥
野
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、か
っ
ぱ
の
里
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、牛
久
運
動
公
園
体
育
館
、牛

久
自
然
観
察
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
、牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

「市長への手紙」の使い方
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ご住所

お名前

※広報用資料として使用することを □承諾する □承諾しない

この部分には何も記

載しないでください。

この線に沿って内側に折り畳んでください。

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

のりしろ

題名

キ リ ト リ

TEL

〒

年齢

（ふりがな）

（日中連絡のとれる）

本意見の回答を
※�回答を希望する場合、ご住所、お名前、
電話番号を必ず記載してください。

□希望する

□希望しない



　

こ
の
夏
、牛
久
市
街
地
の
街
路

樹
で
、見
慣
れ
な
い
大
き
な
カ
メ

ム
シ
を
見
つ
け
ま
し
た
。ほ
と
ん
ど

の
カ
メ
ム
シ
が
、大
き
く
て
も
体

長
１
㎝
程
度
な
の
に
対
し
、こ
の

カ
メ
ム
シ
は 

ゆ
う
に
２
㎝

を
超
え
る
大

き
さ
で
、頭
の

中
央
の
線
や

足
・
体
の
周

り・背
面
に
黄

色
の
ま
だ
ら

模
様
が
目
立
ち
ま
す
。

　

図
鑑
な
ど
で
調
べ
る
と
キ
マ
ダ

ラ
カ
メ
ム
シ
と
い
う
名
で
、
江
戸

時
代
に
長
崎
県
の
出
島
で
初
記
録

後
、
１
９
３
０
年
代
に
長
崎
で
再

発
見
さ
れ
、
２
０
０
０
年
ご
ろ
か

ら
東
京
や
大
阪
の
市
街
地
で
再
び

姿
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
明
ら
か
な
外
来
種
で
、成

虫
で
越
冬
す
る
た
め
分
布
の
拡
大

に
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
今
後
の
牛
久
市
内

で
の
動
向
が
気
に
な
り
ま
す
。

キマダラカメムシ
（黄斑亀虫）

カメムシ目カメムシ科

しぜんしぜん
大好大好きき
～牛久の生物～

問 都市計画課☎内線2524

　
シ
ソ
科
ア
キ
ギ
リ
属
に
分
類
さ
れ

る
草
本
植
物
で
別
名
・
コ
ト
ジ
ソ
ウ
。

　

本
州
・
四
国
・
九
州
に
分
布
す

る
多
年
草
で
、
丘
陵
地
帯
か
ら
山

地
に
か
け
て
の
明
る
い
夏
緑
広
葉

樹
林
や
林
縁
な
ど
に
生
育
し
、
適

潤
地
か
ら
や
や
湿
っ
た
場
所
に
生

育
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
初
秋

の
山
歩
き
で
は
、
谷
沿
い
の
道
ば

た
な
ど
で
見
か
け
ま
す
。
花
筒
の 

お
し
べ
に
は
、も
ぐ
り
こ
ん
だ
昆
虫

の
背
中
に
花
粉
を
付
け
る
特
殊
な

構
造
を
も
っ
て
い
ま
す
。茎
は
四
角

形
の
断
面
で
、そ
の
根
本
は
や
や
横

に
這
い
、高
さ
20
～
40
㎝
に
な
り
ま

す
。
葉
柄
は
長
く
、
葉
身
は
三
角

鉾
形
で
基
部
が
横
に
張
り
出
て
い

ま
す
。
開
花
期
は
、
8
～
10
月
で

花
穂
は
10
～
20
㎝
の
長
さ
と
な
り
、 

花
冠
は
長
さ
２
・
５
～
３
・
５
㎝
で 

淡
黄
色
・
唇
形
と
な
り
ま
す
。

※
本
書
67
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

【
資
料
提
供
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く 

里
山
の
会（
文
章
お
よ
び
写
真
：
戸

塚
昌
宏
）

『牛久市版レッドデータブック追補版（令和2年3月
発刊）』に掲載している植物を「牛久の希少植物」と
して紹介していきます。

『
牛
久
市
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

追
補
版 

牛
久
に
お
け
る
絶
滅
の
お
そ
れ 

の
あ
る
野
生
生
物
』販
売
中
※
お
求
め

は
都
市
計
画
課
ま
で（
１
３
５
０
円
）

牛久の
希少植物

キバナアキギリ
シソ科

第18回

キバナアキギリ（黄花秋桐）
（令和2年10月6日撮影）

　　

①	里芋は皮をむいて半分に切り、
塩(※分量外)をふって揉む。
ぬめりが取れたら水洗いをし、水気を切る。

②	しいたけを縦半分に切る。
③	鍋にAを入れて煮立たせ、里芋としいたけを入れる。
　再び煮立ったら蓋をして10分間煮る。
④	味噌を入れ、蓋をして弱火で5分間煮る。
⑤	すりごまを入れ、火を強めて汁気が
なくなるまで煮絡める。

⑥	皿に盛りつけて出来上がり。

毎月19日は食育の日 「いただきます」と「ごちそうさま」は感謝の気持ちの合言葉

材料が少なく簡単に作ることができます。淡白な味の里芋ですが、ごまと味噌で味付けすることによってコクがでます。

作 り 方

    FMうしくうれしく放送（周波数85.4MHz）で、平日午前9時30分から「USHIKU野菜オーケストラ」レシピを放送しています！

里芋には、血圧上昇の原因と
なる塩分(ナトリウム)を体外

に排出するはたらきをもつカリウム
が豊富に含まれています。そのため、
高血圧予防に効果的です。

一口
メモ

問 健康づくり推進課（保健
センター内）☎内線1744里芋としいたけのごまみそ煮

このレシピは「食と健康
の応援団」ヘルスメイト
(食生活改善推進員)が
作成しました。

牛久市食育推進の
ための野菜キャラクター

「USHIKU野菜
オーケストラ」 

taroバルくん

1人分224Kcal　塩分1.4g材 料（4人分）
里芋…………………… 800g
生しいたけ……………… 4個
味噌………………… 大さじ2
すりごま（白）……… 大さじ4

和風だし顆粒…………小さじ1
水………… 2カップ（400ml）
みりん…………………大さじ4
砂糖……………………大さじ1

A
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まちの話題

USHIKU NEWS

ぶどう摘み取りのお手伝い
デイサービス利用者の方々、地域貢献活動に参加
　9月27日から29日に、知的障害者デイサービスわ
くわく、通所介護事業シルバーウイング、身体障害者
デイサービス事業の利用者の方々が、牛久シャトーで
木への負担を減らすための果実の摘み取り作業のお
手伝いを行いました。

社協職員、被災地支援へ
台風15号被災地への支援

　10月6日から10日に、9月に発生した台風15号の被害
を受けた静岡県に災害救援職員として牛久市社会福祉
協議会の岡本匡裕さんが派遣されました。岡本さんは
現地の災害ボランティアセンターでボランティアの受
付や、活動場所までの案内などの支援にあたりました。

地域のためにできること　南中生徒が地域活性化活動を実施

よりよい障がい者福祉の実現を求めて
　牛久市障害者連合会より要望書提出

　9月28日、市障害者連合会が根本市長に障がい者福
祉に関する要望書を手渡しました。要望書では障がい
児・障がい者に寄り添った福祉サービスの充実、相談
支援機関の強化などを求めています。福

ふくだ
田進
のぶひさ
久会長は

「後天的に障がいを持った等の理由から障がい福祉へ
の知識がない方々のためにも、わかりやすい障がい福
祉の仕組みづくりを実現してほしい」と話しました。

　今年度、牛久南中学校では3年生が中心となり、「地域活性化」を
テーマに「地域で自分たちができることは何か」を学校運営協議会、
地区社協、各行政区長と話し合ってきました。そして9月16日、全校
生徒が自分が住む地区に分かれ、祭りの準備や防災、除草作業など
の活動に取り組みました。生徒たちからは
「これからも自分のできることをしていきた
い」などの声が聞かれました。11月20日の
牛久市環境美化の日には、全校生徒が地域
の方々と一緒にゴミ拾いをする予定です。

うしく河童大根出荷開始です！
秋冬大根目揃会

　10月14日、JA水郷つくば大根生産部会主催による
秋冬大根の目揃会が開催されました。「うしく河童大
根」として出荷されるこの大根は、茨城県銘柄産地指
定を受けている牛久のブランド農産物です。増

ますはら
原進

しんいち
一�

部会長は「質も良くおいしい大根です。これからの時期
は煮て食べるのがおすすめです」と話しました。

１

２

１�緑ケ丘行政区では祭りの準備を行い、
翌日は祭りの運営にも参加しました。

２�みどり野行政区では住民の方と一緒
にAED講習会等を行いました。
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おいしいピザを堪能
第4回牛久ピザフェスタ

10月9日、市役所近隣公園で牛久ピザ
フェスタが開催されました。同イベントは「ワインと
食」による観光振興のため、牛久市商工会青年部の主
催で開催され、今回で４回目。3年ぶりの開催となる
今回、来場者はその場で焼成し、提供されるピザを堪
能しました。その他にもフォトコンテスト、ぶどう早
搾り王座決定戦などが行われ「食」以外でも楽しめる
イベントとなりました。また来場者からは「外で食べる
焼き立てのピザはおいしい」などの声が聞かれました。

秋の味覚が届きました
「牛久の日」給食

　10月7日、市内の公立保育園・幼稚園、小・中・義
務教育学校の給食は、地産地消を促進する「牛久の日」
メニュー。牛久第二幼稚園のメニューは「野菜の味噌
汁、鶏肉とさつまいもの塩麹炒め、りんご」で、ほと
んどの食材に牛久産のものが使用されています。りん
ごは市内の農園の「秋映え」で甘酸っ
ぱく、真っ赤な皮がきれいなりんご
です。子どもたちはおいしそうにほ
おばり、秋の味覚を楽しみました。

問  文化芸術課（牛久シャトー内）☎874-3121

神
谷
傳
兵
衛
と
北
海
道

早
く
か
ら
酒
の
原
料
と
し
て
北
海
道
の
畑
作
物
に
着
目
し
、

国
内
で
初
め
て
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
の
製
造
に
成
功

　

明
治
13（
１
８
８
０) 

年
に
浅
草
・
花

川
戸
に
開
業
し
た「
み
か
は
や
銘
酒
店
」

( 

後
の「
神
谷
バ
ー
」) 

で
洋
酒
の
一
杯

売
り
を
始
め
て
成
功
し
た
神
谷
傳
兵
衛

は
、明
治
30（
１
８
９
７
）年
、現
在
の
牛

久
市
に
36 

万
坪（
１
２
０
万
㎡
）の
広
大

な
敷
地
を
買
取
り
、
神
谷
葡
萄
園
を
創

設
。
明
治
36（
１
９
０
３
）年
に
、神
谷
葡

萄
園
牛
久
醸
造
場（
現
牛
久
シ
ャ
ト
ー
）

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

傳
兵
衛
は
43
歳
の
こ
ろ
、
明
治
32（
１

８
９
９) 

年
に
現
在
の
旭
川
市
に
約
３

万
５
０
０
０
坪（
11
万
５
０
０
０
㎡ ) 

の

広
大
な
敷
地
を
手
に
入
れ
ま
す
。傳
兵
衛

は
一
つ
の
定
見
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。日

本
の
人
口
が
増
え
て
行
く
中
で
、米
を
酒

造
り
に
使
っ
て
い
て
は
米
が
不
足
し
米

価
は
高
騰
し
て
し
ま
う
、雑
穀
や
芋
類
な

ど
の
畑
作
物
を
原
料
に
し
た
酒
を
作
れ

ば
米
不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
、し
か

も
畑
作
物
の
酒
は
年
数
が
経
て
ば
品
質

が
良
く
な
り
海
外
へ
輸
出
も
で
き
て
外

貨
も
稼
げ
る
と
い
う
見
識
で
す
。早
く
か

ら
傳
兵
衛
は
、
酒
精( 

ア
ル
コ
ー
ル) 

の

原
料
と
し
て
、
北
海
道
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
着
目
し
て
お
り
、国
内

で
初
め
て
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
の
製
造
に

成
功
し
ま
し
た
。
そ
の
足
跡
と
し
て
、北

海
道
旭
川
市
に
は
、神
谷
傳
兵
衛
が
作
っ

た
工
場
が
合
同
酒
精
株
式
会
社
旭
川
工

場
と
し
て
現
在
も
稼
働
し
て
お
り
、そ
の

敷
地
内
に
は
、大
正
時
代
の
神
谷
酒
造
時

代
に
作
ら
れ
た
煉
瓦
造
の
ア
ル
コ
ー
ル

蒸
留
塔
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
日
本
ワ
イ
ン
」と「
国

産
ア
ル
コ
ー
ル
」と
い
う
、
日
本
が
近

代
化
の
道
を
歩
む
な
か
で
神
谷
傳
兵
衛

が
成
し
遂
げ
た
２
つ
の
事
業
の
痕
跡
が
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《シリーズ企画 》

合同酒精株式会社旭川工場
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元
げ ん き

気に園
えん

で過
す

ごしているみんなの様
よ う す

子を紹
しょうかい

介します♪

うしくっ子

アルバム

牛牛
う し くう し く

久久ふれあいふれあい保保
ほ い く え んほ い く え ん

育園育園のおのお友友
と もと も

だちだち

年
ねんちょう
長・年

ねんちゅう
中のお友

とも
だちが、運

うんどうかい
動会の退

たいじょうもん
場門を製

せいさく
作しました。今

ことし
年のテーマは「海

うみ
」！

海
かいぞくせん
賊船に船

せんちょう
長さん、自

じぶん
分たちの好

す
きな海

うみ
の生

い
きものと、にぎやかな作

さくひん
品となりました。

運
うんどうかい
動会当

とうじつ
日、「船

せんちょう
長さん！」と声

こえ
をかける子

こ
どもたち。青

あおぞら
空の下

した
、みんなの運

うんどうかい
動会を見

みまも
守ってくれました。

ぞう組（5歳児）ぞう組（5歳児） ぱんだ組（4歳児）ぱんだ組（4歳児）

再生紙、環境に優しい植物油インキを使用しています。 見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

まちの話題

USHIKU NEWS

広
報
う
し
く

1324号

目指すは、世界
アーティスティックスイミングで全国1位

　10月12日、第45回全国JOCジュニアオリンピッ
クカップアーティスティックスイミング競技でソロ、
デュエット、チームで各々1位を獲得し、最優秀選手
賞を受賞した宮崎華歩さん（小6）が、その報告のため
根本市長を表敬訪問しました。宮崎さんは昨年から
マーメイドジャパンユースエリートの強化選手に選
出されており、「これから日本代表選手として活躍で
きるようになりたい」と今後の抱負を語りました。

18年ぶり3度目の全国優勝
「第36回全日本還暦軟式野球選手権大会」で優勝
　10月14日、第36回全日本還暦軟式野球選手権大会
で全国優勝を果たした「うしくゴールデンボーイズ」
の代表選手たちが、結果報告のため、市長を表敬訪問
しました。うしくゴールデンボーイズは市内在住者を
中心に結成しているチームで、今回の全国優勝は平成
16年大会以来、18年ぶり3度目となります。選手たち
は「チーム全員が頑張って、一戦一戦ごとに成長して
見事勝利することができました」と話しました。

たくさんの人に見てほしい、精巧模型
国の重要文化財「牛久シャトー」模型を寄贈

　9月21日、市内在住の加瀬柾夫さんより牛久シャトー模型の寄贈
を受けました。約3年をかけ制作された模型は、実物の1/50サイズ。
緑色の屋根、窓の内側のレースのカーテンまで、細かく再現されて
います。また同日、加瀬さんに根本市長より感謝状が贈呈されまし
た。模型は12月中旬まで市役所本庁舎ロビー（２階）に展示されます。


